
 

 

令和７年６月５日 

夜久野地域の皆様 

総務部資産活用課長 

「旧明正小学校活用事業」に関わる 
サウンディング型市場調査の実施について 

１ 実施の目的 

本市では、「福知山市公共施設マネジメント計画」に基づき、地域住民の皆さんの意向
を踏まえて、旧明正小学校（平成２５年３月閉校）の利活用を進めていきたいと考えて
います。 

今回のサウンディング型市場調査では、旧明正小学校の校舎、体育館及び運動場全体
を活用することを前提とした民間事業者からの提案や対話を通じて、民間事業者の参画
意向を把握するとともに、より多くの事業者に参画してもらえるような公募条件や事業
スキーム等を整理・検討することを目的として実施します。 

 
 

 
 
 
【参考：廃校活用の流れ】 
 
 
 
 

 

２ 民間事業者による利活用にあたっての懸念事項 

（１）現在、体育館を広域避難所（２次）として、また、選挙時には投票所として指定し

ています。 

（２）体育館は、地域公民館として、剣道などのスポーツ活動に利用されています。 

 ※ 今回のサウンディング型市場調査では、地元としての利用が継続できるかどうかも

含めて対話を通じて確認することとしています。 

 

３ 実施時期及び実施内容 

（１）実施時期  令和７年６月～８月（予定） 

（２）実施内容  旧明正小学校の現地見学、民間事業者との利活用に関する対話 

 

４ サウンディング型市場調査後の流れ 

（１）実施結果に基づき、公募条件を整理したうえで、地域の皆さんに確認いただき、正

式に公募型プロポーザルを開始します。 

（２）公募時の事業者評価の際には、地元の代表者の方にもご参加いただき、地元の意見

が反映できるようにします。 

 
【担当・問い合わせ先】 
 総務部 資産活用課 公民連携係 
 (市田・原田) 
 電話：0773-24-7038 
 メール：shisan@city.fukuchiyama.lg.jp 

◎サウンディング型市場調査とは 

 民間事業者と市の対話を通じて、民間事業者から利活用に関する意見や新たな活用ア

イデアをお伺いし、正式な募集条件を検討するために実施するものです。 

サウンディング型市場調査 

（情報収集） 

公募型プロポーザル選考 

（活用事業者の決定） 


